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火山体の侵食にともなう降雨流出特性の変化－御嶽山における事例研究－
Change of rainfall runoff processes with the erosion of the volcano body: a case study of
Mt. Ontake

浅井和由 1∗ ;辻村真貴 2

ASAI, Kazuyoshi1∗ ; TSUJIMURA, Maki2

1 地球科学研究所, 2 筑波大学生命環境系
1Geo-science laboratory,2University of Tsukuba

第四紀火山は保水力が高く、黒いダムと形容される。高い保水力の要因は、火山表層の浸透能の高さ（地下水涵養量
の多さ）にあると一般的に認識されているが、降雨時に大きな直接流出が発生する事例も報告されている。一方、第四
紀火山の地下水流動・流出特性は火山体の侵食にともなって変化することが指摘されており、降雨流出過程についても
同様に変化すると考えられる。本研究では、侵食にともなう降雨流出特性の変化を定量的に明らかにすることを目的と
して、御嶽山の侵食状況の異なる 2流域を対象として、河川流量と電気伝導度の長期観測と洪水時の連続採水を実施し
た。発表では、両流域のハイドログラフの特徴、流出成分の分離結果、直接流出量について報告する予定である。

キーワード: 降雨流出,御嶽山,浸食,成分分離,直接流出,涵養量
Keywords: rainfall-runoff, Mt. Ontake, erosion, hydrograph separation, direct runoff, recharge rate

1/1


